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1．鉄鋼材料の腐食防食と塗装技術の重要性

身の回りの金属としては，鉄，アルミニウム，銅などがある

が，使用される金属材料の97％を鉄鋼材料が占めている。鉄鋼

材料は資源的にも恵まれていて価格も安く，加工性にも優れて

いるため構造材料として，橋梁，道路，船舶，鉄道，自動車，

高層ビル，など社会インフラの主要材料として使用され，また

機能材料として家電製品や日用品などに広く使用されている。

2013年度の粗鋼生産高 1）は，日本は約0.84億トンで，経済成長

の著しい中国では7.1億トンである。鉄鋼材料はあらゆる素材

の中で最もリサイクル率が高く，粗鋼生産にはリサイクルされ

たスクラップが約40％も使用されている 2）。このように鉄鋼材

料は素材としての優れた性質に加えて，リサイクル性にも優れ

ていて環境にやさしい材料ということができるが，酸素と水の

ある環境で腐食するのが最大の欠点である。

鉄は，鉄鉱石（鉄酸化物）をコークスなどの炭素源を用いて

高温で還元して得られる。そのため，水と酸素の存在する環境

においては，還元反応の逆の酸化反応によって，鉄はさび（鉄

酸化物）となって元の鉱石に戻る方向が熱力学的に安定であっ

て，錆びる反応は自然に進行するため，腐食は避けることがで

きない。しかしながら，人類はこの錆びやすい鉄を使いこなす

ために，古くからさまざまな防食技術を発達させてきた。防食

技術には，塗装による防食，ステンレス鋼など合金化による耐

食性向上，腐食抑制剤（インヒビター）による抑制，環境から

の酸素や水の遮断や除去，電気防食などがある。

鉄鋼の腐食は資源の損失であるとともに，経済的損失でもあ

るので，国民経済からみた腐食コストの推定が世界各国で行わ

れてきている。日本の場合には1975年に最初の腐食コスト推定

が行われ，1997年に二回目の腐食コスト推定 3）が行われた。

1997年の腐食コストは約 3兆円で国内総生産（GDP）の約

1.5％を占めることが明らかとなった。また最近では，経済成長

の著しい中国 4）やインド 5）でも腐食コストの推定が行われ，両

国とも腐食コストはGDPの約5％の巨額な値になると推定され

た。韓国 6）の腐食コストは日本と類似のGDPの1.5％と推定さ

れている。

防食技術に着目して腐食コスト（直接コスト）を推定する方

法は，精度も高く信頼性もあるので，この数値に基づいて各国

の腐食コストに占める防食法の重要度を比較したのが表-1であ

る。表-1には中国，日本，韓国について，全腐食コストに占め

る防食技術ごとの比率が示されている。

表-1の4行目は，表面被覆による防食，すなわち塗装による

防食であって，腐食コストに占める比率は，日本では1975年時

点で63％，1997年には58％を占めており，中国は76％，韓国

は80％と高い比率を占めている。いずれの国においても塗装に
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表-1 腐食コスト（直接）に占める防食技術別比率の比較


